
一

（
厚
生
労
働
委
員
会
）

年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
四
号
）
（
衆
議
院

送
付
）
要
旨

本
法
律
案
は
、
社
会
経
済
構
造
の
変
化
に
対
応
し
、
年
金
制
度
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
短
時
間
労
働
者
を
厚
生
年
金
保
険
及
び
健
康
保
険
の
適
用
対
象
と
す
べ
き
特
定
適
用
事
業
所
の

範
囲
に
つ
い
て
、
令
和
四
年
十
月
一
日
以
降
は
使
用
さ
れ
る
特
定
労
働
者
の
総
数
が
常
時
百
人
を
超
え
る
適
用
事
業
所
と
す

る
も
の
と
し
、
令
和
六
年
十
月
一
日
以
降
は
当
該
総
数
が
常
時
五
十
人
を
超
え
る
適
用
事
業
所
と
す
る
も
の
と
す
る
。

二
、
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
等
の
法
律
又
は
会
計
に
係
る
業
務
を
行
う
事
業
の
事
業
所
又
は
事
務
所
で
あ
っ
て
、
常
時
五
人
以

上
の
従
業
員
を
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
及
び
健
康
保
険
の
適
用
事
業
所
と
す
る
も
の
と
す
る
。

三
、
受
給
権
者
が
被
保
険
者
で
あ
る
場
合
の
老
齢
厚
生
年
金
の
額
に
つ
い
て
、
毎
年
九
月
一
日
を
基
準
日
と
し
、
基
準
日
の
属

す
る
月
前
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
を
基
礎
と
し
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。

四
、
六
十
五
歳
未
満
の
被
保
険
者
に
支
給
す
る
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
停
止
に
つ
い
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
被
保
険
者
に
支
給



二

す
る
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
停
止
の
仕
組
み
と
同
じ
も
の
と
す
る
。

五
、
老
齢
基
礎
年
金
及
び
老
齢
厚
生
年
金
等
の
繰
下
げ
受
給
の
上
限
年
齢
を
七
十
歳
か
ら
七
十
五
歳
と
す
る
。

六
、
確
定
拠
出
年
金
法
に
お
け
る
企
業
型
年
金
の
加
入
要
件
に
つ
い
て
、
六
十
五
歳
未
満
等
の
要
件
を
削
る
。
ま
た
、
同
法
に

お
け
る
個
人
型
年
金
の
加
入
要
件
に
つ
い
て
、
六
十
歳
未
満
の
要
件
を
削
る
と
と
も
に
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
個
人
型
年
金
加
入
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

七
、
確
定
拠
出
年
金
法
に
お
け
る
老
齢
給
付
金
の
受
給
開
始
時
期
の
上
限
年
齢
を
七
十
歳
か
ら
七
十
五
歳
と
す
る
。

八
、
児
童
扶
養
手
当
は
、
受
給
資
格
者
が
障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
で
き
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

障
害
基
礎
年
金
等
の
給
付
（
子
を
有
す
る
者
に
係
る
加
算
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
額
に
相
当
す
る
額
を
支
給
し
な
い
。

九
、
こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
八
の
政
令
等
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
監
護
等
児
童
が
二
人
以
上
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
支

給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
の
額
が
監
護
等
児
童
が
一
人
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
支
給
さ
れ
る
同
手
当
の
額
を
下
回
ら
な
い
よ
う

に
す
る
も
の
と
す
る
規
定
の
ほ
か
、
本
法
施
行
後
の
検
討
は
、
国
民
年
金
の
調
整
期
間
の
見
通
し
が
厚
生
年
金
保
険
の
調
整
期

間
の
見
通
し
よ
り
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
行
う
も
の
と
す
る
等
の
検
討
条
項
を
追
加
す
る
修
正
が
行
わ
れ
た
。


